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2024 年 9 月 27 日 

 

ＪＲ西日本とのグリーンローン契約締結のお知らせ 
 

ごうぎんは、西日本旅客鉄道株式会社（ＪＲ西日本）とグリーンローンの契約を締結しましたのでお

知らせします。 

本ローンの資金は、エネルギー効率に優れた車両の導入に使われ、省エネによる地球温暖化防止・気

候変動対策につながるものとなります。 

当行は、お取引先の環境面での持続可能な経済活動と成長を促進することを目的に、本融資に積極的

に取り組むことで、持続的な地域社会の実現に貢献する取り組みを進めてまいります。 

 

記 

１．企業概要 

企業名 西日本旅客鉄道株式会社（代表取締役 長谷川 一明） 

所在地 大阪府大阪市北区芝田二丁目４番 24号 

主な事業 モビリティ業/流通業/不動産業/旅行・地域ソリューション業 ほか 

 

２.本件の概要 

契約日 2024年 9月 27日 

調達資金の使途 

（グリーンプロジェクト） 

225系近郊形直流電車、227系近郊形直流電車、273系特急形直流電

車、N700S新幹線電車導入に係る費用 

 

ＪＲ西日本グループは、社会インフラを担う企業グループとして、長期ビジョンに「安全、安心

で、人と地球にやさしい交通」や「持続可能な社会」を掲げ、環境をはじめとするサステナビリテ

ィの取り組みを推進しています。 

ＪＲ西日本は、「サステナビリティローン・フレームワーク」を策定し、2024 年 1 月 26 日付で

株式会社格付投資情報センター（Ｒ＆Ｉ）より、「グリーンローン原則 2023※1」および「環境省グ

リーンローンガイドライン 2022 年版※2」等において求められる項目について、基準を満たしてい

るとの評価結果を取得しています。なお、本件は本フレームワークに即したグリーンローンの融資

契約です。 

 

※1グリーンローン原則（Green Loan Principles: GLP）： 

グリーンローン借入に関する自主的ガイドライン。GLP は、グリーンローン商品の開発を促進し、誠実性を維持するため、シ

ンジケートローン市場で活動している主要な金融機関の代表から成る作業部会（ローン・マーケット・アソシエーション（LMA）、

アジア太平洋ローン・マーケット・アソシエーション（APLMA）、ローン・シンジケーション＆トレーディング・アソシエーシ

ョン（LSTA））によって 2018 年に策定され、その後逐次改訂が行われてきている。（環境省 HP を基に記載） 

 

※2環境省グリーンローンガイドライン： 

グリーンローンの市場において国際的に広く認知されている GLP(グリーンローン原則)との整合性に配慮しつつ、借り手、貸し

手、その他の関係機関の実務担当者がグリーンローンに係る具体的対応を検討する際に判断に迷う場合に参考とし得る、具体的対

応の例や国内の特性に即した解釈を示した環境省策定のガイドライン。グリーンローンの環境改善効果に関する信頼性の確保と、

借り手のコストや事務的負担の軽減との両立につなげ、国内におけるグリーンローンの普及を図ることを目的として策定された。

（環境省 HP を基に記載） 



 
 

３.グリーンプロジェクト概要 

グリーンプロジェクト 環境面への便益 

在来線新型車両の導入 

・225系近郊形直流電車 

 

・227系近郊形直流電車 

 

・273系特急形直流電車 

 

[エネルギー効率の向上・省エネ化] 

 ブレーキ時のエネルギーを最大限に回生し、電気エネルギー

に換えるエネルギー変換効率に優れた VVVF 制御装置や一部

車両には更にエネルギー損失の少ない次世代半導体「ＳｉＣ

素子」の駆動システムを採用することにより、エネルギー消

費が改善 

 室内灯 LED 照明の採用、LED 式車内表示装置など省エネ型設

備を採用することで省エネ化を推進 

山陽新幹線新型車両の導入 

・N700S新幹線電車 

 

[エネルギー効率の向上・省エネ化] 

 走行抵抗を低減した先頭形状（デュアル スプリーム ウィン

グ形）の採用や、次世代半導体「ＳｉＣ素子」の駆動システ

ムの採用により、エネルギー消費が改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

【参考】当行のサステナブルファイナンスの取り扱い 

名称 
ごうぎんサステナビリティ・リンク・ローン ごうぎんグリーンローン 

ごうぎんソーシャルローン 自行評価型 外部評価型 

資金使途 事業資金 
環境面／社会面の改善を 

目的とした事業資金 

融資金額 ５千万円以上 

融資利率 
当行所定の条件 

（目標の達成状況に応じて金利が変動） 
当行所定の条件 

 以 上 


